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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

１
年
延
期
し
て
い
た
第
13
回
定

期
総
会
を
、
６
月
11
日
に
開
催
し

ま
す
。
４
月
２
日
の
幹
事
会
で
、

開
催
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

例
年
同
様
の
方
式
で
開
催
す
る

つ
も
り
で
す
。
総
会
は
10
時
15
分

〜
12
時
15
分
、
懇
親
会
は
12
時
30

分
〜
14
時
30
分
の
予
定
で
す
。

　

議
案
は
、
①
活
動
方
針
、
②
規

約
改
正
、
③
旅
費
基
準
改
正
、
④

オ
ー
バ
ー
傘
寿
会
員
制
、
⑤
通
称

設
定
、
⑥
予
算
で
す
。

　

た
だ
し
、コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
懇
親
会
の
実
施
方
法
を
工

夫
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
自
粛
」
要
請
等
に
よ

り
、
通
常
開
催
が
困
難
な
場
合
は
、

来
賓
を
減
ら
し
、
審
議
も
１
時
間

程
度
に
短
縮
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

懇
親
会
は
行
わ
ず
、
弁
当
な
ど

の
土
産
付
き
に
し
ま
す
。

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
は
勿
論
、「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
発
動

ま
た
は
発
動
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、「
書
面
開
催
」
と
し
ま
す
。

　

具
体
的
方
法
は
、
各
報
告
・
各

議
案
の
賛
否
を
ハ
ガ
キ
に
よ
り
投

票
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

平
場
で
の
議
論
が
で
き
ま
せ
ん

か
ら
、
議
案
は
、
①
活
動
方
針
、

②
規
約
改
正
、
③
通
称
設
定
、
④

予
算
に
減
ら
し
ま
す
。
問
題
な
の

は
、
会
員
の
過
半
数
の
賛
成
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
措
置
で
す
。

　

例
年
、
総
会
の
開
催
案
内
（
委

任
状
）
を
４
月
に
送
り
、
５
月
に

総
会
議
案
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
開

催
方
法
が
変
化
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
開
催
案
内
は
５
月
連
休
明
け

に
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、そ
の
時
期
ま
で
に
、「
開

　

会
の
行
事
は
、
会
員
の
皆
様
が

安
心
し
て
参
加
で
き
る
状
態
に

あ
っ
て
こ
そ
楽
し
め
る
と
思
い
ま

す
。
極
め
て
残
念
で
す
が
、
今
回

第１３回
定期総会

６
月
11
日
に
開
催

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
�
て
は

﹁
書
面
開
催
﹂
も
視
野
に
�

催
招
集
」
か
「
書

面
開
催
」
の
い
ず

れ
を
選
択
す
る
か
、

判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

通
常
開
催
が
可
能
な
場
合

イ
ベ
ン
ト
自
粛
を
伴
う
場
合

案
内
送
付
は
５
月
連
休
明
け

緊
急
事
態
宣
言
発
動
の
場
合

も
見
送
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
秋

に
行
う
方
向
で

検
討
し
ま
す
。

新宿御苑の福禄寿
（荒川堤系サトザクラ）

　

昨
年
11
月
の
リ
ベ
ン
ジ
で
、「
つ

く
だ
・
つ
き
し
ま
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
（
も
ん
じ
ゃ
の
会
）」
を
５
月
に

開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
は
一

向
に
改
善
す
る
兆
し
が
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、「
緊
急
事
態
宣
言
」

解
除
以
降
、
増
え
続
け
て
お
り
、

悪
化
し
て
い
ま
す
。

﹁
つ
く
だ
・
つ
き
し
ま
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク
﹂
中
止
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４
月
２
日
の
幹
事
会
・
専
門
部

会
で
、
１
面
記
載
の
「
定
期
総
会

の
開
催
方
法
」「
も
ん
じ
ゃ
の
会
中

止
」
と
、「
コ
ロ
ナ
対
策
」「
総
会

議
案
」
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

(1)
「
緊
急
事
態
宣
言
」
期

　

機
関
会
議
、
学
習
会
、
親
睦
行

事
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。

　

た
だ
し
、
機
関
紙
は
、
所
謂
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
状
態
に
な
ら
な
い
限
り
、

毎
月
発
行
す
る
。

(2)
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
期

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
期
に
準
じ
て

対
応
す
る
。

(3)
そ
の
他
の
期
間

　

機
関
会
議
は
時
間
短
縮
等
の
措

置
を
講
じ
開
催
、
学
習
会
は
懇
親

会
抜
き
な
ど
工
夫
し
開
催
す
る
。

親
睦
行
事
は
実
施
内
容
と
行
政
の

要
請
事
項
を
考
慮
し
対
応
す
る
。

(4)
各
種
行
動
・
集
会

　

東
京
清
掃
が
動
員
指
令
・
通
達

を
指
示
す
る
状
態
に
な
ら
な
い
限

り
、
自
主
参
加
と
す
る
。

(1)
規
約
改
正

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
等
口
座
の
詐
欺

等
防
止
措
置
に
基
づ
き
必
要
な
規

約
の
整
備
を
行
う
。
あ
く
ま
で
も

要
件
具
備
の
た
め
の
も
の
で
、
規

約
自
体
の
内
容
変
更
は
伴
わ
な
い
。

(2)
旅
費
支
給
基
準
改
正

①
「
行
動
雑
費
」
を
100
円
減
額
し
、

他
の
事
業
原
資
と
す
る
。

②
総
会
、
学
習
会
の
旅
費
支
給
復

活
。
総
会
等
の
懇
親
会
費
を
徴
収

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
実
質
的

な
支
出
は
微
増
に
留
ま
る
。

③
「
長
期
間
受
領
さ
れ
な
い
旅
費
」

を
会
費
と
相
殺
す
る
制
度
創
設
。

(3)
退
職
者
会
の
通
称
設
定

　

親
睦
行
事
は
「
清
友
会
」
の
団

第８回
幹事会

定
期
総
会
の
開
催
方
法
�
総

会
議
案
�
コ
ロ
ナ
対
策
確
認
�

フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク
中
止
�
学

習
会
と
秋
以
降
の
行
事
検
討

コ
ロ
ナ
期
の
行
事
の
対
応

日比谷メーデー　
憲法集会に結集を！
日比谷メーデー

●５月１日（土）
　　９時 50 分　…集合（現地）
　　10 時５分　 …式典開始
　　11 時 15 分 …デモ出発
　　　　　　　　　（土橋コース）
●日比谷野外音楽堂

平和といのちと人権を！
５・３憲法集会

●５月３日（月・休）
　　13 時 30 分～ 14 時 45 分
●国会正門前
　（自治労は憲政記念館側の予定）

か
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
注
意
し
な
が
ら
の
開

催
な
の
で
、
参
加
人
数
の
枠
が
圧

縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

退
職
者
会
と
し
て
は
一
昨
年
と
同

様
の
対
応
を
と
る
つ
も
り
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
充
分
注
意
し
た
う
え
で

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
総
会
議
案
︵
一
部
︶

体
名
で
対
応
し
、
動

員
旗
名
は「
シ
ニ
ア
・

ユ
ニ
オ
ン
」と
す
る
。

　

菅
政
権
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
ま

さ
に
無
為
無
策
、
国
民
の
い
の
ち

よ
り
大
企
業
優
先
の
姿
勢
を
あ
ら

わ
に
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
非
正
規
労
働
者
や
零
細

事
業
者
は
困
窮
・
疲
弊
し
、
生
存

の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
菅
の
息
子
を
介
し
た
収

賄
事
件
、
官
僚
の
忖
度
や
腐
敗
な

ど
、
安
倍
モ
リ
・
カ
ケ
・
サ
ク
ラ

と
同
根
の
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
政
治
は
、
も
う
ま
っ
ぴ

ら
で
す
。
今
年
は
総
選
挙
の
年
、

政
権
交
代
の
機
運
を
高
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

日比谷メーデー 2019

憲法集会 2019

　

５
月
１
日
に

日
比
谷
メ
ー

デ
ー
、
３
日
に

憲
法
集
会
が
開
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後
期
高
齢
者
医
療
費
負
担
に
２

割
の
ラ
ン
ク
を
加
え
る
医
療
制
度

改
革
法
は
、
国
会
論
議
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
成
立
す
れ
ば
22
年
10

月
か
ら
23
年
３
月
ま
で
の
間
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２
割
負
担
に
つ
い
て
政
府
は
、

「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」
を
強
調

し
て
い
ま
す
が
、
現
役
世
代
の
保

険
料
負
担
軽
減
は
年
７
０
０
円（
う

ち
半
分
は
企
業
負
担
）で
す
。一
方
、

税
負
担
は
保
険
料
負
担
分
の
約
1.7

倍
の
軽
減
に
な
り
ま
す
。
明
ら
か

に
社
会
保
障
の
改
悪
が
狙
い
で
す
。

可
能
な
高
齢
者
医
療
制
度
確
立
へ

向
け
て
、
企
業
に
社
会
的
責
任
を

果
た
さ
せ
る
取
組
み
が
重
要
で
す
。

　

医
療
費
２
割
負
担
は
、
単
身
世

帯
で
年
収
２
０
０
万
円
・
複
数
世

帯
は
３
２
０
万
円
以
上
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
は
ど
う
な
る
の
か
、

退
職
者
連
合
（
連
合
の
退
職
者
組

織
）の
機
関
紙（「
ふ
れ
あ
い
情
報
」）

の
記
事
を
ベ
ー
ス
に
、
具
体
的
な

事
例
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
よ
う
に
感
じ

る
で
し
ょ
う
が
、
確
定
申
告
さ
れ

て
い
る
方
は
理
解
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
６
月
頃
届
く
「
住
民
税

通
知
」
で
「
年
金
収
入
と
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
」「
課
税
所
得
」

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

狙
い
は
社
会
保
障
の
改
悪

■２割負担の所得基準
　＊単身世帯…課税所得 28 万円以上かつ年収 200 万円以上
　＊複数世帯…後期高齢者の年収合計が 320 万円以上
　※収入基準に該当するかどうかは、「年金収入とその他の合
　　計所得金額」が年収の下限の額を上回るかで判定される。
■課税所得 28 万円以上とは
　＊課税所得＝総所得金額－所得控除
　＊総所得金額とは…各種所得（給与所得、雑所得など、年金
　　は雑所得）の合計額　（注）もらったお金を「収入」、収入か
　　ら経費を引いた金額を「所得」という。
　＊年金所得（雑所得）＝年金収入－年金控除（年金収入 330 万
　　円以下は 110 万円）
　＊所得控除とは…医療費控除、生命保険料・地震保険料控除、
　　社会保険料控除など物的控除。扶養控除、配偶者控除、配
　　偶者特別控除、寡婦（寡夫）控除、障害者控除など人的控除。
　　基礎控除（所得税計算は 48 万円、住民税計算は 43 万円）　
　　　（注）後期高齢者医療制度窓口負担は住民税計算の額で計算
　※収入・所得が同じでも、社会保険料（健康保険料、介護保
　　険料等）控除や各種所得控除で課税所得は異なる。
　　厚労省モデルケースは、年金収入 200 万円から年金等控
　　除 110 万円、基礎控除 43 万円、社会保険料控除（17 万
　　円程度）を差し引き、「課税所得」は 30 万円程度としている。
■具体的ケース
(1) 単身者で課税所得が 28 万円以上となった人
　例 1》年金収入 245 万円＋給与収入 0 円　⇒ 2 割負担
　例 2》年金収入 190 万円＋給与収入 55 万円＝給与所得控除
　　　　（55 万円）後の合計所得 0 円　⇒合計所得金額が 190
　　　　万円になるので、課税所得 28 万円でも 1 割負担
　例 3》年金収入 190 万円＋給与収入 65 万円＝給与所得控
　　　　除後（55 万円）の合計所得 10 万円
　　　　⇒合計所得金額が 200 万円になるので、2 割負担
　例 4》年金収入 77 万円＋給与収入 186 万円＝給与所得控
　　　　除（この収入では 63.8 万円）後の合計所得 121.2 万
　　　　円　⇒合計所得金額が 198.2 万円になるので、課税
　　　　所得が 28 万円以上でも 1 割負担
　※課税所得が 28 万円以上で年金収入（年金控除前）200 万円
　　以上はその他の合計所得に関係なく 2 割負担
　　（年収 383 万円以上、複数世帯 520 万円以上は 3 割）
(2)75 歳以上が複数いる場合は最も高い人の額で判定される
　※ 75 歳以上の夫婦世帯の「課税所得 28 万円以上」はどち
　　らか高い方の額で判断される。
　＊夫が年金収入 300 万円、妻が年金収入 20 万円の世帯と
　　夫が年金収入 170 万円、妻が年金収入 150 万円の世帯の
　　比較　⇒年金収入その他の合計所得金額はどちらも 320
　　万円以上だが、夫が 300 万円の世帯は課税所得 28 万円
　　以上なので 2 割負担となり、夫が 170 万円の世帯は課税
　　所得が 28 万円を下回り１割負担となる。

◉どのような人が２割負担となるのか
後
期
高
齢
者
医
療
費
２
割
負
担
で

現
役
世
代
の
軽
減
は
年
３
５
０
円

　

本
来
、「
社
会
保
障
の
応

能
負
担
は
給
付
で
行
う
べ

き
で
は
な
く
、
保
険
料
で

行
う
」
べ
き
で
す
。
持
続

医
療
費
２
割
負
担
の
対
象
は
？



　

自
民
党
政
府
は
、
社
会
保

障
の
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ

て
い
る
。
医
療
・
介
護
の
自

己
責
任
と
公
的
負
担
削
減
、

公
的
病
院
の
廃
止
、
社
会
保

障
削
減
の
穴
を
埋
め
る
大
企

業
の
保
険
な
ど
営
利
市
場
の

拡
大
を
推
し
進
め
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
に
便
乗
し
、
社
会

全
体
の
反
動
化
と
テ
レ
ワ
ー

ク
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
ジ
ョ

ブ
型
雇
用
な
ど
に
よ
る
労
働

者
保
護
の
撤
廃
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
場
所
と
時
間

に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
は

労
働
者
の
概
念
を
変
え
、
労

　

諸
外
国
は
臨
時
病
院
を
開
設
し

病
床
を
確
保
し
た
。
日
本
は
臨
時
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連
日
の
コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
報
道

で
気
に
な
る
の
は
、「
医
療
崩
壊
」

で
す
。「
日
本
の
医
療
っ
て
、
そ
ん

な
に
脆
弱
だ
っ
た
の
か
」
で
す
。

　

３
月
23
日
、『
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
96
条

改
悪
反
対
連
絡
会
議
』
主
催
の
「
コ

ロ
ナ
感
染
で
の
医
療
崩
壊
は
誰
の

責
任
か
〜
労
働
者
・
市
民
集
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
全

国
労
働
安
全
衛
生
研
究
会
代
表
で

甲
府
市
議
の
山
田
厚
さ
ん
。

　

感
染
症
対
策
の
原
則
は
「
早
期

発
見
・
早
期
隔
離
・
早
期
入
院
」、

医
療
資
源
の
集
中
対
応
が
重
要
。

　

政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
経
済

的
救
済
重
点
、
肝
心
の
医
療
対
策

は
お
ろ
そ
か
。初
動
期
か
ら
間
違
っ

て
お
り
、
医
療
の
ひ
っ
迫
を
招
い

た
。そ
の
上
、経
済
支
援
も
不
十
分
、

多
く
の
人
が
困
窮
と
不
安
に
よ
り
、

い
の
ち
を
脅
か
さ
れ
、
廃
業
は
過

去
最
大
、
労
働
者
の
失
業
も
増
加
、

自
死
も
増
加
、
特
に
女
性
と
子
供

の
自
死
が
急
増
し
て
い
る
。

　

一
年
経
っ
て
も
、
三
密
自
粛
と

自
助
努
力
だ
け
の
無
為
無
策
。
検

査
も
医
療
供
給
も
脆
弱
な
ま
ま
だ
。

　

日
本
の
検
査
態
勢
は
、
国
際
的

に
低
水
準
の
ま
ま
。
保
健
所
は
全

国
で
半
数
に
な
り
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
化
、
本
来
的
な
保
健
所
機
能

を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
自

民
党
政
治
の
帰
結
だ
。

　

昨
年
末
か
ら
感
染
者
で
入
院
で

き
な
い
人
が
激
増
。
１
月
時
点
で

首
都
圏
は
80
％
を
超
え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
が
怖
く
て
一
般
疾
病
患

者
の
受
診
抑
制
が
拡
大
し
て
お
り
、

「
助
か
る
い
の
ち
が
助
か
ら
な
い
」。

　

医
療
従
事
者
は
過
重
労
働
で
心

身
と
も
疲
労
、
人
員
不
足
が
続
き
、

医
療
崩
壊
を
招
い
た
。
日
本
の
医

療
従
事
者
数
は
先
進
国
中
最
低
レ

ベ
ル
。
医
者
の
高
齢
化
も
進
み
、

医
療
従
事
者
は
ひ
っ
迫
し
て
い
る
。

　

日
本
の
病
院
の
病
床
利
用
率
は

75
％
で
、
ゆ
と
り
が
な
い
。
自
民

党
政
府
に
よ
り
病
床
と
病
院
の
削

減
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

首
都
圏
の
医
療
供
給
資
源
は
、

別
表
の
よ
う

に
コ
ロ
ナ
以

前
か
ら
ワ
ー

ス
ト
。
コ
ロ

ナ
で
医
療
崩

壊
す
る
の
は

必
然
。
東
京

の
医
者
数
は

研
究
者
が
多

い
だ
け
で
、

勤
務
医
数
は

ワ
ー
ス
ト
。

こ
れ
が
、
検

査
も
治
療
も

行
え
ず
、
感

染
者
を
増
や

し
、
殺
さ
れ

た
原
因
だ
。

病
院
を
設
置
せ
ず
、
現
在
も
病
床

と
病
院
を
削
減
し
続
け
て
い
る
。

　
一
方
、
最
高
の
機
動
力
と
防
疫

資
源
力
を
持
つ
自
衛
隊
は
活
用
さ

れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
自
衛
隊

病
院
の
病
床
利
用
率
は
平
均
17
％
。

自
衛
隊
は
軍
の
機
能
を
守
る
た
め

国
民
の
い
の
ち
は
守
ら
な
い
。
旧

日
本
軍
と
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

●人口10万人あたりの病床数・医療関係者数

病床数 ワースト
順位 医師数 ワースト

順位 保健師数 ワースト
順位 看護師数 ワースト

順位
東　京 927.4 4 307.5 43 28.4 3 792.3 5
埼　玉 856.8 2 169.8 1 30.3 4 683.6 1
神奈川 811.4 1 212.4 9 23.5 1 738.4 3
千　葉 954.4 5 194.1 3 33.3 6 722.7 2
全国平均 1,223.1 246.7 41.9 963.8
ベスト１ 2,551.6 高知 329.5 徳島 79.3 島根 1,511.0 高知

厚生労働省「2019 年度衛生行政報告」より作成

コ
ロ
ナ
感
染
で
の
医
療
崩
壊
は
誰
の
責
任
か

大
企
業
優
先
政
治
の
転
換
を

自
粛
と
自
助
努
力
の
無
為
無
策

日
本
の
検
査
と
医
療
の
現
状

首
都
圏
の
医
療
崩
壊
は
当
然
の
帰
結

臨
時
病
院
を
設
置
せ
ず
、
病
床
削
減

働
組
合
に
組
織
さ
れ
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
自
体
で
は
な
く
、
大
企

業
優
位
の
悪
政
＝
自
民
党
政
治
と

の
闘
い
が
、
最
大
の
課
題
だ
。



江森委員長

西村副委員長

坂部副委員長

多田書記長

５

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2021 年４月

　

３
月
14
日
に
東
京

清
掃
第
91
回
定
期
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
「
書
面

開
催
」で
し
た
の
で
、

対
面
の
開
催
は
２
年

ぶ
り
で
す
。

■
コ
ロ
ナ
対
策

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」

下
で
し
た
が
、
人
事

大
会
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
中
央
委
員

は
不
参
加
、
来
賓
な

し
、
報
告
・
提
案
は
概
要
の
み
、

発
言
席
に
シ
ー
ル
ド
な
ど
コ
ロ
ナ

対
策
を
施
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
中
里
委
員
長
は
直
営
に
よ
る

　

事
業
運
営
追
及
の
重
要
性
強
調

　

中
里
委
員
長
は
、「
コ
ロ
ナ
に
よ

り
、
社
会
も
暮
し
も
大
き
く
変
化
。

私
た
ち
は
感
染
リ
ス
ク
を
抱
え
な

が
ら
献
身
的
に
業
務
遂
行
し
て
き

た
。
現
場
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
使
命
感

が
事
業
を
支
え
て
い
る
。
近
年
、

甚
大
な
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い

る
。
復
旧
・
復
興
に
は
直
営
の
対

応
力
が
重
要
だ
。
直
営
に
よ
る
事

業
運
営
を
追
及
し
よ
う
。
今
年
は

総
選
挙
の
年
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
維

持
の
た
め
政
治
闘
争
は
重
要
。
東

京
清
掃
の
更
な
る
前
進
に
つ
な
げ

る
大
会
に
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

■
青
年
層
が
積
極
的
に
議
論
参
加

　

運
動
方
針
で
、
基
調
を
な
す
考

え
方
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

含
め
、
困
難
な
状
況
は
続
く
と
思

わ
れ
る
。
今
こ
そ
組
織
の
総
団
結

の
も
と
、
東
京
清
掃
は
組
合
員
の

労
働
条
件
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、

労
働
組
合
と
し
て
の
社
会
的
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。」
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
意
見
は
、
事
前
文
書
質
問

で
出
さ
れ
た
「
会
計
年
度
任
用
職

員
（
旧
臨
時
職
員
）
の
組
織
化
」
と
、

青
年
層
か
ら
の
「
全
区
で
新
規
採

用
獲
得
へ
全
力
を
」「
青
年
部
活
動

の
育
成
を
」で
し
た
。執
行
部
は「
会

計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
化
は
難

し
い
が
、
労
働
条
件
改
善
の
取
組

み
を
進
め
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

■
新
体
制
で
総
団
結
を
！

　

今
大
会
で
、
中
里
委
員
長
、
田

口
書
記
次
長
、
倉
貫
常
任
が
退
任

し
、
新
た
な
四
役
・
常
任
体
制
は

別
記
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
正
規
職
員
で
直
営
強
化
」「
労

働
組
合
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を

果
た
す
」
こ
と
、
と
り
わ
け
、
首

都
圏
の
労
働
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
闘
い
抜
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

退
職
者
会
は
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

東京清掃本部常任体制
●委　員　長　江森　秀稔（玉　川）
●副委員長　西村　好勝（多摩川工場）
●副委員長　坂部　貴之（練　馬）
●書　記　長　多田修一郎（江戸川）
●書記次長　渡辺　　歩（葛　飾）
●常任中執　森田　裕二（　港　）
●常任中執　泉田　和明（　北　）
●常任中執　萩原　崇氏（板橋西）
●常任中執　渡辺　一彦（文　京）
●常任中執　栗澤　紀和（杉　並）
●常任中執　高橋　正幸（蒲　田）

東京清掃第９１回定期大会

渡辺書記次長

退任した四役役員

中里委員長 田口書記次長

労
働
組
合
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
果
た
そ
う

注）掲載した写真は東京清掃提供
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自
治
退
都
本
部
（
自
治
労
都
本

部
の
退
職
者
組
織
）
は
、
10
月
末

の
定
期
総
会
以
来
の
幹
事
会
を
３

月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
、
堀
田
さ
ん
、
金
高
さ

ん
な
ど
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
。

　

開
催
に
あ
た
り
岡
田
会
長
は
、

「
モ
リ
カ
ケ
に 

続
い
て
ス
ガ
の 

親

子
丼
」
と
い
う
川
柳
を
紹
介
し
、

ま
さ
に
、
こ
の
国
の
法
治
が
崩
れ

て
い
る
象
徴
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
、
こ
の
半
年
間
、
様
々

な
行
事
が
中
止
に
追
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
カ
ン
パ

や
脱
原
発
署
名
の
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
清
掃
退
の
集
約
数
が

際
立
っ
て
多
い
と
の
こ
と
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

　

当
面
の
行
動
は
、
６
月
上
旬
に

「
春
季
学
習
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、
会
場
収
容
数

の
半
分
で
取
組
む
と
の
こ
と
で
す
。

　

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会

（
自
治
労
都
庁
職
の
退
職
者
組
織
）

は
、
３
月
22
日
に
組
織
財
政
強
化

対
策
単
会
事
務
局
長
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
毎
年
行
い
、
会
員
拡

大
へ
向
け
た
取
組
み
内
容
を
報
告

し
、
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

都
庁
退
８
単
会
（
建
設
・
主
税
・

都
市
整
備
・
福
祉
保
険
・
労
働
・

中
央
市
場
・
病
院
・
清
掃
）
で
、

会
員
数
を
増
や
し
て
い
る
の
は
福

祉
保
険
の
み
、
現
状
維
持
が
清
掃
、

微
減
が
労
働
と
市
場
で
し
た
。　

　

高
齢
会
員
の
退
会
が
多
く
、
現

役
組
合
の
組
織
率
が
低
下
し
て
い

る
中
、
新
規
増
が
難
し
く
、
ど
こ

も
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
最
後
に
、
病
院
退
の
古

川
悦
子
さ
ん
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
の

公
立
病
院
と
病
院
独
法
化
」
の
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に

よ
る
医
療
ひ
っ
迫
は
自
治
体
病
院

を
次
々
減
ら
し
た
ツ
ケ
、
都
の
病

メガネなら

めがねお〜
　

コ
ロ
ナ
不
況
の
経
営
難
を
理
由
に

提
案
さ
れ
た
会
社
解
散
方
針
に
抗
し

て
闘
っ
た
全
国
一
般
東
京
東
部
労
組

め
が
ね
お
〜
支
部
は
、
自
主
営
業
権
を

確
保
し
、
営
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
引
続
き
、
３
月
に
再
訪

し
た
と
こ
ろ
、「
コ
ロ
ナ
で
客
足
が
減

り
依
然
厳
し
い
け
ど
、
頑
張
っ
て
る
」

と
、
桑
原
支
部
長
の
元
気
な
姿
が
。

　

労
働
者
支
援
は
労
働
運
動
の
基
本

の
キ
。「
眼
鏡
は
め
が
ね
お
〜
」
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
御
徒
町
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３

分
、
昭
和
通
り
沿
い
の
地
下
鉄
日
比

谷
線
仲
御
徒
町
２
番
出
口
の
前
に
「
め

が
ね
お
〜
」
が
店
を
構
え
て
い
ま
す
。

半
年
ぶ
り
に
自
治
体
退
職
者
会
都
本
部
幹
事
会
を
開
催

　

徐
々
に
で
す
が
、

退
職
者
会
関
連
の
行

事
や
行
動
が
復
活
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

院
独
立
法
人
化
は
悲
惨

な
未
来
を
招
く
と
の
指

摘
。
納
得
で
し
た
。

都
庁
退
各
単
会
と
も
会
員
拡
大
に
苦
戦
、
減
傾
向
止
ま
ら
ず

　

昨
年
11
月
に
亡
く
な
っ
た
堀
田

さ
ん
宅
へ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
遅

れ
て
い
た
弔
慰
金
を
、
庄
司
会
長

が
３
月
末
に
届
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
奥
様
よ
り
丁
寧

な
お
礼
の
手
紙
を
戴
き
ま
し
た
。

堀
田
さ
ん
が
３
年
前
出
し
損
ね
た

「
近
況
報
告
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

相
変
わ
ら
ず
血
圧
が
高
く
、
散

歩
や
買
物
に
行
き
ま
す
が
、
昔
の

よ
う
に
山
へ
行
く

の
は
無
理
な
よ
う

で
す
。
し
か
し
、

故
堀
田
義
博
さ
ん

３
年
前
の
「
近
況
報
告
」

年
を
と
る
と
、
無
理
を
し
な
い
で

頑
張
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
穏
や
か
に

楽
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
妻

と
二
人
、
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

退
職
後
の
生
活
は
そ
れ
ぞ
れ
違

う
の
で
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、

昔
の
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
持
て

る
こ
と
は
、
や
は
り
生
き
が
い
で

す
。
退
職
者
会
の
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。



老
朽
原
発
を
無
く
そ

う
。」
と
い
う
決
意

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
鍛
冶
橋

ま
で
サ
イ
レ
ン
ト
デ

モ
。「
老
朽
原
発
廃

炉
」
等
の
ボ
ー
ド
を

掲
げ
て
沿
道
へ
訴
え

ま
し
た
。

　

原
発
止
め
ろ
！

　

日
本
電
源
と

　
　

東
電
に
抗
議

　

３
月
11
日
は
、
東
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東電は福島原発事故の責任をとれ！

地震大国日本に原発はいらない！
日本電源は東海第二原発再稼働するな！

3.27 さようなら原発首都圏集会

3.11 東海第二動かすな！日本電源抗議行動
（どこにも社名標示がない怪しげな日本電源本社）

3.11 追悼と東電抗議行動（東電本社前）

さようなら原発

　

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年
。

国
も
電
力
会
社
も
、
事
故
に
対
す

る
責
任
を
と
ろ
う
と
せ
ず
、
原
発

再
稼
働
を
画
策
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
抗
し
て
、３
月
11
日
（
事

故
発
生
日
）
と
３
月
27
日
、
原
発

の
廃
止
と
電
力
会
社
の
責
任
を
問

う
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
よ
う
な
ら
原
発
首
都
圏
集
会

　

１
５
０
０
人
が
脱
原
発
を
訴
え　

３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
さ
よ

う
な
ら
原
発
首
都
圏
集
会
」
は
、

会
場
の
日
比
谷
野
音
の
入
場
が
、

コ
ロ
ナ
対
策
で
客
席
数
の
半
分
の

１
３
０
０
人
に
抑
え
ら
れ
た
た
め
、

２
０
０
人
余
が
会
場
外
で
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
刑
事
訴
訟
支
援
団
は
、

「
25
日
か
ら

聖
火
リ
レ
ー

が
始
ま
っ
た

が
、
福
島
は

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ど
こ
ろ
で

は
な
い
。
漁

民
や
海
外
か

ら
の
声
も
無

視
し
放
射
能

汚
染
水
の
海

洋
放
出
や
、

汚
染
土
の
地

海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
こ
だ
わ

る
日
本
電
源
本
社
前
抗
議
と
、
福

島
原
発
事
故
当
事
者
の
東
電
本
社

前
で
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
３
月
11
日
は
、
原
発
事
故
被
害

者
に
と
っ
て
は
被
害
の
始
ま
り
の

日
。
そ
の
被
害
は
僕
た
ち
が
死
ん

だ
後
も
続
く
。
核
被
害
に
10
年
の

節
目
な
ど
な
い
。
10
年
の
節
目
だ

と
す
べ
て
を
過
去
の
こ
と
に
し
た

い
の
は
、
東
京
電
力
や
国
だ
。」
８

歳
の
時
、
原
発
事
故
に
よ
り
福
島

か
ら
東
京
に
避
難
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
高
校
生
鴨
下
さ
ん
が
東
電

本
社
前
で
切
々
と
話
さ
れ
た
内
容

で
す
。
感
動
的
で
し
た
。
改
め
て
、

脱
原
発
の
闘
い
へ
決
意
を
固
め
る

こ
と
が
で
き
た
集
会
で
し
た
。

方
搬
出
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。」
と
訴
え
、
東
海
第
二
原
発
裁

判
原
告
団
か
ら
、「
水
戸
地
裁
は
福

島
の
教
訓
に
基
づ
き
運
転
差
し
止

め
の
判
決
を
出
し
た
。
首
都
圏
の
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「
宣
言
解
除 

あ
と
は
野
と
な
れ

山
と
な
れ
」
乱
鬼
龍
さ
ん
の
川
柳

で
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
リ
バ

ウ
ン
ド
が
懸
念
さ
れ
な
が
ら
「
緊

急
事
態
宣
言
」
の
21
日
解
除
が
発

表
さ
れ
た
中
、
３
月
の
「
国
会
前

19
日
行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
「
宣
言
解
除
は
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
の
早
期
解
禁
と
、聖
火
リ
レ
ー

25
日
開
始
の
た
め
」と
批
判
し
、「
い

の
ち
・
く
ら
し
を
守
る
政
治
へ
の

転
換
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
で
、『
女

性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談
会
』

主
催
者
は
、「
シ
ン
グ
ル
・
マ
ザ
ー

等
女
性
の
困
窮
が
著
し
い
。
最
低

限
の
く
ら
し
が
足
元
か
ら
崩
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
国
家
的
暴
力
と
い

え
る
。
力
を
合
わ
せ
て
打
開
し
て

い
こ
う
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

労
組
を
忌
避
し
て
韓
国
の
子
会
社

を
解
散
・
全
労
働
者
解
雇
を
言
い
渡

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
サ
ン
ケ
ン
電

気
を
追
及
し
、
解
雇
撤
回
を
迫
る
闘

い
は
、
韓
国
現
地
と
日
本
の
各
地
で

強
力
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
25
日
、
全
国
抗
議
行
動
の
一

環
と
し
て
、
池
袋
の
東
京
事
業
所
前
で

拡
大
昼
休
み
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組

組
合
員
の
似
顔
絵
も
登
場
、
ネ
ッ
ト

で
韓
国
現
地
か
ら
の
決
意
表
明
も
配

信
さ
れ
、「
サ
ン
ケ
ン
は
解
雇
を
撤
回

し
ろ
！
」「
日
韓
の
労
働
者
連
帯
で
闘

う
ぞ
！
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
、
コ
ロ
ナ
で
延
期
し
て

い
た
東
京
総
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
朝
か
ら
都
内
各
地
を
回
る
争
議

支
援
の
取
組
み
で
す
。
退
職
者
会
は
、

経
団
連
要
請
行
動
と
サ
ン
ケ
ン
争
議

支
援
を
中
心
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

経
団
連
前
で
は
、
主
催
者
を
は
じ
め

争
議
関
連
労
組
等
が
次
々
と
、「
解
雇

や
、
非
正
規
差
別
・
労
働
者
使
い
捨
て

の
責
任
は
経
団
連
に
あ
る
。
使
用
者

責
任
を
果
た
せ
！
」「
経
団
連
会
館
内

の
電
気
事
業
会
は
直
ち
に
原
発
ゼ
ロ

を
進
め
ろ
！
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

　

サ
ン
ケ
ン
争
議
支
援
は
前
日
に
続

け
て
の
池
袋
集
会
で
し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
民
衆
虐

殺
に
つ
い
て
、
在
日
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
牧
師
が
、「
軍
事
ク
ー
デ

タ
ー
で
２
千
人
以
上
が
迫
害
さ

れ
、
連
日
、
子
ど
も
を
含
め
虐

殺
さ
れ
て
い
る
。
い
の
ち
を
助

け
、
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
た

め
、
日
本
政
府
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
支

援
を
し
な
い
な
ど
、
圧
力
を
か

け
て
ほ
し
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

　

国
内
外
の
腐
敗
・
強
権
政
治

を
終
ら
せ
、
い
の
ち
を
守
る
政

治
を
取
り
戻
す
こ
と
の
重
要
性

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

経団連は責任を果たせ！ サ
ン
ケ
ン
電
気
は　

解
雇
を
撤
回
し
ろ
！韓国サンケン労組組合員の似顔絵登場

腐
敗
・
強
権
政
治
を
終
ら
せ
よ
う
！

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
民
衆
虐
殺
を
許
す
な
！

困
窮
の
放
置
は
国
家
的
暴
力

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
に
圧
力
を


